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「講座・レオロジー」の改訂にあたって 

 

 「講座・レオロジー」の初版が刊行されてから 20年以上が経過した．この間，本来の目的で

ある“レオロジー講座”のテキストとしてだけでなく，いくつかの大学では授業の教科書・参

考書としても使用されてきた．当初の予想を超えた数が出版され，現在でもなお需要があるの

は喜ばしいことではあるが，初版出版後 20年以上経過したことから内容を全面的に見直し改訂

することにした．“レオロジー講座”のテキストが本書であるという立場は変わることがないの

で，本書の改訂は“レオロジー講座”の見直し・再編に密接に関係している．本会主催の講座・

講習会については，この 20年の間で大きく変貌した．多彩な講座・講習会が生まれ，好評を得

てずっと続いている．このような状況下では，“レオロジー講座”の立ち位置も以前とは変わら

ざるを得なくなった． 

 今回の改訂では，旧版の構成と内容を全面的に見直すこととした．旧版のレオロジーの入門

書という立場は踏襲するものの，専門書への橋渡しという役割も担えるようにするためである．

これらの改訂により数式が格段に増えてしまったが，本書が取り扱う内容に関する限り改訂で

大きな差異が生じたということはない．数式のところは少し時間をかけて手を動かせば理解で

きるようになっているはずである．本書（改訂版）の書名は「新講座・レオロジー」とするこ

とにした．旧版の書名に「新」を加えただけにすることで，旧版からの継続性を明示したつも

りである．旧版と同様，用語等については執筆者の意向を尊重することにしたので，すべての

章で完全に統一されている訳ではない．このため，少し戸惑われるかもしれないがご容赦願い

たい．今回の改訂でも，従来からの“高分子”色をほとんど薄めることができず，依然として

本書は“高分子レオロジー”のテキストになっている．このことについてもご寛容をお願いす

る次第である． 

 

        2014年 10月 

          著者一同 
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初版の序 

 

 十年以上前，日本レオロジー学会主催“レオロジー講座”の開設を企画したとき，果たして

魅力ある行事として定着するであろうかと心配したが，幸いにも産業界のニーズともマッチし

て，講座も本年で 12回を数え，テキストとして本書を刊行する運びとなったことは講座の開設

に関わった一人として誠に喜ばしい限りである． 

 本書の執筆を担当された方々は何れもわが国に於けるこの分野のオーソリティーであり，平

明でかつ密度の高い本書の内容は，レオロジーを本格的に勉強したい方々は言うまでもなく，

直面する問題の解決のために急いでマスターしなければならない方々の入門書としても十分お

役に立つと確信している．ただ，本書は高分子物質のレオロジーが中心であり，表題の割にそ

のウェートが大き過ぎる懸念がある．それはニーズの大きさの反映でもあり，また，我々のレ

オロジー学会の現状の反映でもあるように思う． 

 もとよりレオロジーは物理学，化学，生物学など理工学，農学・医学など様々な分野と関係

があり，高分子物質はもとより金属，有機・無機材料，生体物質などあらゆる物質を対象にす

る．また，意識するとしないとにかかわらずあらゆる産業の分野で広く応用されている．恐ら

く十年後にはそれらの新しい内容を取り入れた改訂が必要になり，また，可能になるであろう．

それにもかかわらず本書がレオロジー全般の基礎を理解し，様々な問題を応用する上で役立つ

ものと確信しているし，またそうあって欲しいものと念願している． 

 1992年 11月 

       日本レオロジー学会会長 

        小 高 忠 男 
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